
千葉氏フォーラム―現代につながる鎌倉時代の「食」文化― 

  常胤のおもてなし―治承５年正月１日の垸飯の歴史的意味― 

                           2017年６月４日 田中大喜 

 

１．幕府垸飯の意義 

＊垸飯とは「人を饗応する膳部の一種。埦に高く盛った姫飯のほかに、副食物や杯酒を添 

えた饗饌。宮廷の恒例・臨時の諸行事に朝臣たちにふるまわれた。」（『平安時代史事典』） 

 →もともとは正月に限定されない朝廷社会の慣行…幕府へ導入され、やがて正月儀礼と  

して定着 

 →垸飯は家人が主人へ献上した後、その場に集う人々に分配された【史料１】…主人の  

慶事に集った人々の飲食物となった 

 →主人は食さない？…傍輩（仲間）関係を確認するための饗応？ 

＊治承４年（1180）12月 20日、頼朝の新造邸において三浦義澄が垸飯を献上【史料２】 

 →幕府垸飯の初見事例…頼朝挙兵に応じて討ち死にした父義明の顕彰の一つ 

 →垸飯献上後、酒宴が催された…頼朝と御家人たちがともに義澄の垸飯を食した 

 →幕府垸飯（将軍へ献上する垸飯）は、傍輩関係および主従関係を確認するための饗応 

 

２．常胤の垸飯 

＊治承５年（1181）正月１日、常胤が年始垸飯を献上【史料３】…幕府最初の年始垸飯 

 →「三尺の鯉魚を相具し、また上林下若その員を知らず」…贅をこらす性質が濃い垸飯  

の特色を反映【史料４】 

 →醍醐寺の場合、醍醐寺に属する荘園が総体として垸飯を支えた【史料５】…常胤も自  

分の所領から垸飯の材料を集めたと考えられる 

 →鯉だけでなく鮭もふるまわれた？【史料６】 

＊年始垸飯は、幕府が無事に新年を迎えられたことに対する祝意を表明するための饗応 

 →幕府垸飯の担当者（沙汰人）は常に一度につき一人＝全御家人を代表して祝意を表明 

 →治承５年の年始垸飯とは、発足間もない幕府の最初の新年を祝う饗応であり、常胤は  

全御家人の代表者としてこれを務める栄誉に浴した 

 →建久４年（1193）まで年始垸飯は常胤が独占…そのほか、新御所移徙の垸飯（治承５  

年６月 13日）、新造公文所吉書始の垸飯（元暦元年〈1184〉10月６日）を務める 

＊常胤が年始垸飯を独占できた要因 

 →①頼朝から准父として尊崇されたこと【史料７】 

②老体での従軍奉公の実績【史料８】…頼朝が常胤を御家人の代表者と認める理由 が

語られる 

 →①・②のうち、最も重視されたのは老体＝年齢の要素…治承５年時の常胤は 64歳 

 →前近代では加齢自体が当然でない僥倖を意味した…先行き不透明な幕府の新年の門出  

を祝うべき人物は、長命という僥倖に恵まれてきた人物（常胤）こそがふさわしい 
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